
 

令和８年度       道徳教育の全体計画             

            

本校生徒の実態  本校の教育目標      日本国憲法  
 全体的に見ると落ち着いた 
学校生活を送っており、生徒 
の授業態度も概ねよい。 
 生徒会を中心とした高齢者 
との関わり、セカンドスクール

での自然とのふれ合いなど、学

校の授業では得られない豊か

な体験も経験し、道徳的心情や

実践力を養っている。同時に、

時と場をわきまえた礼儀及び

相手を尊重する意識を高め、実

践する態度を養う必要性もあ

る。 

 ◎知性豊かな人になろう 
 ◎情味のある人になろう 
 ◎品の良い人になろう 
 ◎健康な人になろう 
 ◎骨身を惜しまず働く人になろう 

教育関係諸法 
・教育基本法 

  ・学校教育法 
  ・学習指導要領 

東京都教育目標 

 ・互いの人格を尊重し、思 
 いやりと規範意識のある 
 人間 
・社会の一員として、社会 
 に貢献しようとする人間 
・自ら学び考え行動する、 
 個性と想像力豊かな人間 
  の育成 

 道徳教育の指導の重点  
  道徳の時間を意図的・計画的に実施し、道徳の時間を  
保護者・地域に公開する。 
１ 人と人とのふれ合いの中で、美しいものに感動する 
 心、人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を培い、 
 社会人としての基盤としての道徳性を養う。  
２ 各教科及び特別活動における道徳教育との密接な関 
 連を図りながら、これを補充、深化、統合できる時間 
 となるように、指導計画・指導方法の改善、資料の整 
 備を一層進め、学年で共通した指導を進める。  

 
保護者の願い  武蔵野市の教育目標 

 道徳教育が家庭、地域での 
生徒の行動に生かされると考 
えている保護者が多く、道徳 
教育への期待も高い。 

・「身体・言語・自然」を 
 重視した教育等 
〈基本方針〉 
・人権尊重の精神と社会貢 
 献の精神の育成 
・一人一人の資質・能力と 
 創造力の伸長 
・子どもの心と体の健康、 
 安全の確保 
・現代社会の諸課題に対応 
 する教育の推進 

○人との関わりを大切にし、かけがえのない自己の存在  
 を自覚し、自己を高め、他者を尊重しようとする心の 
 育成を図る。 
○夢や希望に向かって粘り強く努力しようとすると共に、
誇りを持って生きようとする心を育てる。  

○学校、家庭、地域社会において、思いやる心をもち進ん
で協力する態度を身につけさせる。 

○地域や日本の文化伝統を理解し、国際社会においても  
 自己の良さを生かす態度を培う。 

 
生徒の発達傾向  

・他者とのかかわりの変化。 
・社会性を養い、豊かな心を 
 育てることができる。 
・個性を発揮する。 

  
 

 
 

 教科指導目標  
国 

 
語 

・豊かな言語活動を通 
 して国語を愛する心 
 を育てる。 

 各学年の指導の重点目標   
１年 思いやりをもち、許し合う広い心を育てる。自分で 
   考え判断し、行動に責任を持って行動する。  
２年 自ら考え、判断し、よりよい行動をする。感謝の心 
     を持ち、他と協力する態度を育てる。 
３年 最高学年としての自覚を持ち思いやりの心をもち行 
     動する。進んで学び社会に貢献する態度を育てる。 

 

社 

 
会 

・社会の事象に関心を 
 もって学び、国土や 
 歴史の理解を深め社 
 会性と総合的判断力 
 の基礎を養う。 
・情報を主体的に収集 
 し判断する。 

 特別活動  
   ＜学級活動＞ 
  学級の生活で役割と責任 
をもって行動し、充実した 
生活をする。 
  主体的に考え、互いに助 
け合う集団生活をする。 

 

数 
 
学 

・数理的考察の能力を 
 高め、進んで生活に 
 生かす。 

 道徳の時間の指導方針  
１豊かな心を育て、主体的に生きる生徒の育成を目指す  
 ために、心に響く資料を収集しつつ道徳的な心情や判  
 断、態度を補充・深化・統合してゆく。 
 
２自己中心的な判断を排除し、社会性を育てる。主体性  
 をもち自己を高め、集団に尽くす態度を育てる。  
 
３進路指導との関連を図り、自己理解を促す。長所を発  
 揮し、夢の実現に向かって粘り強く努力する態度を育  
 てる。 

＜生徒会活動＞ 
  各委員会活動を活性化、 
生活の諸問題を生徒 が主 
体的に考え話しい、協力し 
て解決させる。 

理 
 
科 

・自然への理解を深め、 
 科学的な見方や考え 
 方を養う。 

音 
 
楽 

・表現・鑑賞の活動等 
 を通して、音楽的に 
 豊かな情操を養う。 

＜部 活 動＞ 
  異学年との交流をもとに 
自己理解を図り、自他を尊 
重する態度を養う。 
  個性発揮の機会を持つ。 
困難に打ち克つたくましい
心を育てる。 

美 
 
術 

・表現・鑑賞等の活動 
 を通して、豊かな美 
 的情操を養う。  

保 
 
体 

・運動に親しみ、健康 
 や体力を高め、心身 
 共に健康でゆとりあ 
 る生活を営む。 

 家庭との連携 学級学校環境 地域との連携  
・学校便りや学年 
  からの通信など 
  を通して、保護 
  者との連携を深 
  め、生徒のより 
  よい成長と変容 
  を援助する。 
・学校教育の方針 
  への理解を図り、 
  それぞれの環境 
  における子供の 
  姿について理解 
  を深め、相互啓 
  発につとめる。 
・ＰＴＡ活動を通 
  して、相互協力 
  する。 

・生徒と教師が共に 
  行動し、感謝や協 
  力について体験で 
  きる環境づくりを 
  する。 
・言語環境を整え豊 
  かな情操を培う。 
・学校の歴史や先輩 
  たちの足跡を知り、 
  学校を愛する心を 
  培う。 
・教室や自然環境を 
  大切にし、その保 
  全の大切さを知る 
  とともに態度を養 
  う。 

・地域の人々との連 
  携を深め、郷土愛 
  の基礎を培う。 
・生徒が地域の行事 
  に参加し、地域の 
  文化や伝統を理解 
  するとともに、発 
  展に努めようとす 
  る態度を育てる。 
・あいさつ・募金活 
  動、チューリップ 
植え、道徳公開な 
どを通して、地域 

 とのコミュニケー 
 ションをとり、心 
 の教育を進める。 

＜学校行事＞ 
・セカンドスクールでは他 
 の人との関わりや自然と 
 のふれ合いを大切にす 
る。 

・職場体験や上級学校訪問 
 では社会との関わりを大 
 切にする。 
・進路学習では自分自身を 
 真剣に見つめる。 
＜他の活動・生徒活動＞ 

・規則正しい生活習慣を身
 につけさせる。 
・偏見や差別のない集団づ 
くりを基に人権尊重教育 
を充実させる。 

・勤労労活動や奉仕活動を
通して集団や社会に尽く
す喜びを知る。 

・心に残る体験を通して他 
者とのかかわりを大切に
させる。 

技 
術 
家 
庭 

・生活についての知識 
 技術等を修得し、実 
 践的態度を養う。 

英 
 
語 

・言語や文化に関心を 
 持ち、国際理解の基 
 礎を養う。 

総 
 
合 

・自ら学ぶ能力を養う。 
・課題を設定し粘り強 

く解決する。 

 

    

 
 
 
 
                 
 
 
           

〈小学校・PTA・地域との共同・連携〉  
・小中連携協議会 
・PTA運営委員会 
・開かれた学校づくり協議会  

 
                             


